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變温動物 に於け る テ ロ ア ー
ヌ ・ ソ

ー ル マ ター

　　　　　　　　の 法 則 の 適 用 性

」

　 盤oNNET ．　R ．− Yalidit6　ehez 　les　Poi
’
kilothermes 　de 瓶 10i　de　TERi 沿 INE −Sol｛α一MA 皿

・E 龍 sur 　la

c16penso 　azo し6e　endegeXnc 　　Areh ，　int．　Physie］．37
，
101−12U．1933 ，

　恒温動物に於 て は 外界 の 温度の 變化 に 關係 な く叉動物の 種の 如何 を問 はす體内窒素の 最低

淌費量と エ ネ ル ギ ーの 最低淌費量 と の 聞 に正比例關係が 存在 し二 量の 比 は常に一定で ある。

即ち 全窒素淌費量 で表 され る 疲勞は機能 に 此例 す る もの で あ る事は テ ロ ア ーヌ 及び ソ ール

マ タ
ー

が 1928 年 rL示 した所 で あ る。こ の 法則 が變温動物 に於て 外界の 温度 の 變化に係 らす

叉 種 を同 じくす る個體間 に行 はれ得 る か を知 る爲め に 蛙 （Rrt・ti（e　fissena）と霾 （丁融 卿 iberie（t）

の 二種に就 て 本實驗が 行はれた もの で ある，排泄糞 尿中の 窒素 の 定景 は ケ ーノ1 ダー
ル 法 に よ

り． エ ネ ル ギ ー代謝の 測定 は窒素の 放出量が午 均 した 場合に閉込法で 行 ひ 瓦斯 分析 ぱ ロ ーラ

＝ 工 或は ハ ル デ ン の ＝L・一ヂ オ メ ー トル を使用 した。 こ の 際純糖質給與後，試驗動物が體 内窒

素の 4 衡歌態 tctsす る re恒源動物 で は數 日 で あつ た に 反 し これ等の 變温動物 では極 め て緩慢

で 數週を要 した事は注 目すべ き事で ある。

　實驗結果に 依れば種を同 じ くす る動物 に 於 て 個體の 大 きさの 嚇1違 に よ る窒素銷 費量の 變化

は 全 くヱ ネル ギ ー溜費量の 變化 に 同 じ く又窒素淌費量 は外界湿度 の 變動 に 袢ふ エ ネ ル ギ ー
の

變化 と同比 率 で 變化 しその 二 量の 比 は常數で あ る。從 つ て 窒素消費量で 表 は され る疲勞が瀰

費 力 ・ リーで 示 され る機能 に 常に 比 例す る もの で ある事は恒温動物 に 於て 得 られた結果と全

く一致する もの で ある。その 比 は動物の 種 に よつ て 異なるが （蛙 で は 7．2
， 龜で は 28 ）然 し

こ れ等 の 變温動物 に 於 て テ ロ ア ーヌ ・ソ ール マ 8 一
の 法則 は 種 を同 じくす る 動物内で その 恒

數を異に して 行はれ得 る もの で あ る。比 が 動物の 種で 異 なる は專 ら熱發生 に基 き窒素の 同一

淌費量に對 し霾は蛙の 2，7 倍 の 熱量を放 出す る
、

こ の 事實 ， 龜の 恒數 2β が恒瀧動物 に 於 け

る 値 （23 −−2，9）に 極 め て 近似 して ゐ る事 、 蜥蜴類 に 於 ける温度に よる呼吸 頻數の 壇加，兩棲類

の 濕瓶 皮廨か ら進化 せ る爬蟲類の 有鱗皮膚は恒温動物進化 へ の 重要 なる第一歩をなす事 を暗

示 す る外界濕度 に 對 する反應研 究，龜 の 組 織特 に卵 に於 ける全脂肪酸の 沃素贋，同組織殊 に

卵に 於て フ オ ス フ ア チ ドの 脂肪酸  夭素價 及び 筋肉組織の 呼 吸 に 於ける酸素の 淌費量が何 れ

も恒温動 物の 値 に 接近 して ゐ る事 を示 す諸觀察は龜 及び 恐 ら く總 て の 爬蟲類 は 生理學的 及び
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生化學的見地 に 於て變 盗動物と恒温動物 と の 中闇に位 す る特殊 の 一生物群 を講成 しなけれ ば

な らぬ事 を示 す樣 に 思 はれ る a 更 に 多 くの 變温動物及 び無 脊稚動物 に 就て 同様な研究 を進 め

る事は こ の 見解 を質 し且 つ こ の 法則が變盗動物 に 於 て 恒盗動物に於 ける如 く總 て の 種 を通 じ

て 1° は な い が異な る種の 或る グル
ープ 間 に 行は れ る か否か を發見せ し め る もの で あら う。帥

ち霾の 常數は恐 らく總 て の 爬蟲類に ，蛙の 係數は他 の 總 て の 變温動物に 適 月捻 れる もの で あ

らうと思は れ る が 之 は 今後の 研究 に 待 たんと す る もの で あ る。　　　　　　　 米谷 俊雄

，
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馬 の 學 習

　　 GA 乱の NER ，　L ．　PE．ti｛L ．− The 　res　1．，unses 　of　ho1’ses 　to　the　situ ，ftt・ioll　 ef　a　clo ／
　ed 　feed　box，　J，

　 Comp ・PsychoL ユ5
，
4麺 一467，1933．

　　馬の 徽 旨は通 俗的 iZ も科學的 に も興嚇 る問題で ある．］90麻 に は｛P」の ・。・ 0 、。。。 の 有

　 名な D ・・ kl・ 9・ H ・tis 馬力｛
，

コ905 収 は Elbei・f・ld の 富 め る簧 石商 K 。R ，，　K 。 A 。 、．の M 。．

　
hammed 及び Zarifi’の Hans に も優る 7二頭 の 賢馬が ， 高等數學 の 解答 や主 人 との 會話 をや

　
つ て の け て 大評刹に な つ た。當時，

“
それ は馬が 訓練者 の 微細な擧 動 に 誘導 され る の だ

：’
と

い 礙 問が … 1i・ 雛 の 褫 ・一畫 家 ・・v ．・・皿 ・・ RE … c・ 畩 つ て 提齪 れ讃 い て lc 、

　理 學者 OS　1｛．t　！t　P ・UN … 博 ・L一の 實驗 畩 つ て 裏鍵 れ た．孅 馬 の 智能 蹴 い て は ＿般 に こ

の
一
：が 行 齢 て ゐ る が ・馳 192S 年 Ri・h− d ¢ ・ C ．・ D ．・ F ・一・DS 夫 人 の 3 齣 牝馬 L 。dy

　の
‘

f　mindLreridi 　nsT　
”

振 りが 人 々 の 話 題を 賑 は した。　 D ” ke 大 學の J．．B ．及 び L．　E．　RinLxTE

　夫妻 も初 め
‘
は こ の 馬 を讀 心 術

’
va依つ て 設明 す る他は なか つ たが、其 後 の 研究に依 つ て

P鱸 讎 の 謙 左祖 した．騨 イ麟睹 猿 ， 犬 ， 猫 眦 し馬の 鯱 振 姥 翻 した ・9、1年の

　Inultiple −choice 　niethod 　tc依 る 〔÷．　V．　HAMILrox の 實驗 を忘れ る こ とは で 垂な“。

』

　　著 者 舳 一 駐 の 引下 げられ た馬 の 智能 ・蹴 て礁 か 前 能な 蹴 明 を得 んと して 本

纖 を企て た滋 で 媽 頗 驗小彫 一側 罎 置 隷 嫡 の 蓋を開 い て 鋤 を彳黜 旅 既

’らなか つ た儲 媽 鑽 継 ・ は い つ ・ き ・蓋 繝 け ・餉 を得 ・ まで 購 聞 を雌 暁 ．

　漂則 と して 一
日 二 囘 の 試行 を許 した 。實験 に使 用 された 馬 は 68 頭で ，そ の 中 48 頭 は Come 】；

大學麟 鮒 地 ・・0蹴 C・ ・nei1 　R ・0．　z 　c．の 鞠 ，
・O　ffA膿 家の もの で あつ た。驕 範圍

　は 20 年
一一6 箇 楼 2 種 馬，

28 去勢馬 ，LD牝，9 小馬 （S9146 何れ も 1 年以下）。實 習地の

・駄 118 ・lgian と 1B ・lgla・・−Pe・che1 ．
・・ 鞭 臓 けば何 れ も P … h一 種 で ある．軍 駆

　1頭 が純種で他は雜種 ， 農馬は伺れ も雜種。3 頭の 盲 馬以 外は何れ も最 良 の 健康猷態 で あ る 。

・

　　以 上
tt

實驗か ら得 られた 68 頭 に 就 て の ヂ 均時 閣は女 の 通 りで あ る c．　　　　　　　 ・
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